　第３２回人権と報道を考えるシンポジウム

相模原やまゆり園事件をどう考えるか
～ナチズム・保安処分・福祉行政・報道～
◎１２月３日（土）午後１時半～５時
　　　　　　　　　　　　　　　　参加費：500円／事前申込不要
◎会場：スペースたんぽぽ（水道橋／裏面に地図）　

【パネリスト】

◆野田正彰さん（精神科医、元関西学院大学教授）
◆海渡雄一さん（弁護士、監獄人権センター代表）

◆浅野健一さん（ジャーナリスト、人権と報道・連絡会世話人）
◇司会　山際永三さん（人権と報道・連絡会事務局長）

７月26日未明、神奈川県相模原市の知的障害者施設「津久井やまゆり園」で起きた入所者殺傷事件は、死者19人・負傷者27人という重大な被害とともに、元職員だった被疑者の言動（障害者抹殺の大量殺人を予告）も大きな衝撃を与えました。

事件を「ナチスの優生思想の再現」と批判する声が出る一方、ネットには被疑者の言動に「共感」を示す投稿が掲載され、石原慎太郎氏は「ある意味でわかるんです」と発言しました（『文學界』10月号）。
逮捕報道では「卑劣」「計画的」などの上滑りな非難とともに、「なぜ措置入院を解除したのか」と「保安処分」導入を求める声も報じられました。安倍首相は、事件2日後の閣議で早々と「措置入院の在り方の見直し」を指示しました。事件を「精神疾患患者の犯行」と断定し、「閉じ込めろ」という発想こそ人権無視です。
また警察と県が「遺族の要望」として被害者を仮名発表したことについて、日本の報道界が固執する実名報道主義を不変の原則と肯定する論者は、「匿名発表は障害者の人格を抹殺するもの」と不当な論評を行なっています。しかし、被害者の実名を公表すれば、被害者家族に取材が殺到し、感情的な報道が増えるだけです。
シンポジウムでは、障害者施設の現状、そこで働く職員の処遇、福祉行政の問題、「保安処分」や被疑者抹殺の死刑制度、被疑者・被害者報道の在り方などを議論しながら、事件の背後に横たわる日本社会の病巣を掘り下げたいと思います。

会員以外も参加自由です。ぜひ、ご参加ください。
　　　　　　主催：人権と報道・連絡会
